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はじめに

下地処理の重要さは十分理解されているのになぜ確実に実行さ

れていないのでしょうか そ れは 下 地不偕の本当の恐ろしさが

知られていないからです

コア技さをして断面を見れば必ず脆弱層ほ餘去して緊硬体の上

に仕上材を施工しなければならないという結論に達するはずで

す

人間がレントダンその他で健康診断を受け治屏するように根本

的に解決しなければ継えず補催を強いられるだけでなく 平 世

平沿とはほど遺い蝕く使いにくい床になってしまいます

そして折角の優'な 床材がその効果を十分発揮することなく死

んでしまいます

新渋 改 催 そ の他現場にあった機械処理による高品質の下地

を作る施工要領書を作成しました



N● 1■

チェックポイント

レイタンス n蒻 層瞼去工法A

工  a =τ "

ヨコロ曖薔硼■ (を

2:,日 )に薔石また

はグイヤを●●して饉

作し レイタンスや餞

覇層を鍮去する

レイタンス n3層 は

難 上に 抑 幅 に

なるのでもず朦ます

る

レイタンス ●llu

■目は去

強カバキュームクリー

ナーt用 いて「●し

OEを 慇去する

睾仕上170T● として

… は出睾るだけ喩

壼きれていなけれ|`な

らなtヽ



Nol B

レイタンス 臆 弱層除去工法 B

チェックポイント 工  程 施工要領

レイタンス 腱 弱層は

床仕上 チエFの 陣書に

なるので必ず除去す

る

ショットブラスト (注

S,参 照)を 使用し

レイ汐シス 脆 弱層を

除去するとともに床材

接者のための目荒らし

を行う

レイタンス 脳 ;層

研掃除去

ショットブラス トの場

合は 清 掃は必要な

い

粉饉は実壼機に回収さ

れるため特に必要な

く こ ばれた鉄球を強

カマグネットにて回収

するのみ



N● 2■

雨打たれの目菫工法A

チェックポイント 工  程 施工要領

コンクリート打股直後

に用に打たれて荒れた

固は表面が胞弱化して

いる場合が多い

この場合はll凸部をII

削するばかりでなく

晩弱層を除去する必要

がある

ヨコ回転研削撮 (注

21参 照)に 適応する

砥石またはダイヤを選

択し螢着して操作し

凹凸彗及び詭弱層を除

去する

床仕上げの下地として

十働 座は出来るだけ除

去されていなければな

らない

強カバキュームクリー

ナーを用いて清掃し

粉置を除去する



N。 2B

雨打たれの用菫工法B

チェックポイント 工  樫 施工要領

コンクリート打餃直後

に雨に打たれて荒れた

面は表面が施弱化して

いる場合が多い

脳 :部分を完全に除去

するにはショットプラ

ストの方が効果的であ

る

ショットブラスト (注

SI参 照)を 使用し

脆期部分を除去すると

ともに床材接者のため

の目荒らしを行う

シヨントブラス トの場

合は 清 掃は必要な

0ヽ

粉星は象座機に回収さ

れるため特に必要な

く こ ●llた鉄撃を強

カマグネットにて回収

するのみ



N● 8

コンクリートのレベル落とし工法

テェックポイント エ 程 施工要領

タテ回饉切耐機 (注

11参 照)に 超硬カッ

ターを装著して所定レ

ベ,レになるまで切削す

る

コンクリー トを高く打

ちすぎ所定レベルまで

削り落とす必要がある

場合 所 定レベルを確

認 しマーキングを行

う

オートレベル等にて一

定面綺ごとに床レベル

を確認し 削 りしろを

マーキングしておく

マーキングに従い 削

りすぎないように注意

する

平滑仕上げ

床仕上げの下地として

は粉慶は出来るだけ除

芸されていなければな

らない

強カバキュームクリー

ナーを用いて清掃し

粉困を除去する

床仕上げの種類によぅ

て 下 地の平滑さに対

する要求が興なる 要

求される平滑さを得る

ように研副する

必要に応じヨコ回転研

ll撮 〈注 21参 照)に

磁石またはダイヤを装

着してplllし 要 求さ

れる平滑さになるまで

研尊する



N。 4

硬贅床材表面日荒らし工法

チェックポイント エ 範工要領

ヨコ回転研削機 (注

21参 照)に ダイヤモ

ンドディスクを議着し

目荒らしを行う

硬魚床材薮面には新し

い床材は捜着しにくい

ので 日 荒らしを行う

必要がある

シヨントプラスト (注

SI参 照)を 使用し

硬質床材の褒面日荒ら

しを行う

シヨントプラストの場

合はこ●llた鉄球を強

カマグネットにて回収

するのみ

研|の場合は強カバキ

ュームクリーデーにて

粉塵を回収する

床仕上げの下地として

は粉展は出来るだけ除

去されていな【jllばな

らない

ただし シ ヨントフラ

ストを使用する場合は

清掃の必要はない



Nお う

趣り床材除去工法

チェックボイント 工  程 施工要頷

使用期l・lの良い箋り床

は 下 地コンクリート

の胞弱化害を生じてい

る場合が多いので 床

材の除去だけでなく下

地コンクリートの歴弱

部分も除まする必要が

ある

タテ回転切肯I機 (注

1,参 照)に 適応する

カッターを装若し ,床

材を除去すると同時に

下地コンクリー トの詭

弱層を除去する

ローラー塗り程度の塗

り床ならヨコ回砿研削

機 〈注2,参 照)に ダ

イヤモントディスクを

装着しされいに研削除

去する

平滑仕上げ

床仕上げの下地として

は粉饉は出来るだけ除

去されていなければな

らない

強カバキ●―ムクリー

ナーを用いて清掃し

枡座を除去する

必要に応してヨヨ回転

研削機 (注2,警 照)

に環石またはダイヤを

袈岩して換作し 要 求

される平滑さになるま

で研削する

床仕上げの種類によっ

て 下 地の平滑きに対

する要求が異なる 要

求される平滑さを得る

ように研削する



No 3

張り床材除去工漱

チェックポイント 工  程 施工要領

張り床材が下地に強目

に接着している場合に

は人手による除去が困

難であり 剥 菫機を使

用する必要がある

振動剥離檄 (注4`霧

照)を 用いて判饉除去

する

張り床材を除去した後

の下地表面には接着剤

が付着している 接 着

剤は仕上|力 1=悪影響

を及ぼすので 除 去を

する必要がある

ヨコ回転研削被 (注

21■ 熊)に ダイヤモ

ンドディスクまたは超

曖カッターを表岩し接

着剤を除去する

接着剤除去

ショットブラス ト (注

61参 照)を 使用し接

着剤を除表する

床仕上げの下地として

は粉臼は出来るだけ除

去されていなければな

らなtヽ

強カバキュームクリー

ナーを用いて清掃し

粉屋を除去する



おヽ ,

油泥除去工漱

チェックポイント 工  程 紅 輸

コンクリー ト表面に油

F●_が 付着している場

合は こ れを鰺去する

ことが原則である

油面プライマー等はこ

れの後に使用する

油泥の浸透によリコン

クリート表層が脆弱化

している場合が多いの

で脆弱層除去が必要が

必要になる

タテ回転切削機 (注

11参 照)に 画応する

カッターを装をし油泥

及び胞弱層を除去す

る

騒度な油泥ならばショ

ントブラスト (■5,

参照)に て除去を行

,

平滑仕上げ

床l■■げの下地として

は粉懸は出来るだけ除

表されていなければな

らない

強カパキュームクリー

ナーを用いて清掃し

粉座を除去する

必要に応じてョコ回転

研開機 (注21参 照)

に砥石またはダィヤを

装着して操作し 要 求

されら平滑さになるま

で研削する

床仕上げの種類によo

て 下 地の平滑さに対

する要求が異なる 要

求される平滑さを得る

ように研削する



N● 8

防水材除去工螢

チェックポイント 工  程 施工要餞

アスファル ト系もしく

はウレタン系の防水材

の除去には高it串の矩

動式剥離機が利用でき

る

娠勘判剛建 (住4,夢

照)を 用いて剥離除去

する

ウレタン防水材ならヨ

コ回転研剤級 (注21

参照)に 超硬カッター

を装着して劇り取るこ

とが出来る

平滑仕上げ

仕上げ材の下地として

は粉回は出来るだけ除

表されていなければな

らない

強カバキュームクリー

ナーを用いて清掃し

粉座を除去する

必要に応じてョコ回伝

研冑機 (注2,惨 照〕

に砥石またはダィャを

護薔して操作し 要 求

される平滑さになるま

で研削する

仕上げの種類によ ,

て 下 地の平滑さに対

する要求が異なる 要

求される平滑きを得る

ように研削する



N● ,

下地コンクリート モ ルタルのひび割れの処置

チェックポイント エ 捏 施工要領

下地コンクリート モ

ルタルにひび割れを生

している場合には エ

ボキシ樹脂やセメント

スラリーを注入して補

修する ひ び割れ幅や

動をの大きいひび割れ

部分はUカ ットを行tヽ

補修する

輻 1輌以上のひび割れ

については ひ び割れ

に沿oて 0カ ットを行

つ

ひび割れ幅の小さい部

分は直接注入を行う

ひび割れlll分に低粘魔

のエボキシ樹脂または

注入用セメントスラリ
ーを注入する

Uカ ット部分にポリマ

ーセメントモルタルま

たは可とう性エボキシ

簡脂を充填補催する

施エマニュアル組都は

別表 (1)に よら



注釈の機械例

注21ヨ コ回転研削機

砥石なと■共書した→盤を水1'に国Ⅲさせることによo(‖ 面を削=取 る効果を有するグラ `ンダ
ーズはポリッシャーで 荒 目の子lri リントペ バ ー又はダイヤを装著すれ II削効果 泊 ]の 砥

石スはダイヤを表着すれば,irrヵ興 プ ランなどを表着す|ぼ 1喘 力呆が得られるものである

注 1:タ テ回転切削機

床百から間昂をおいて工直方Ⅲltl・ほする|ラム快めかごωピームに各極の形状の刃をルーズに取

り付け トラムが回IFIる際にこの刃が床miを強く,iさ床去面を‖り取るというものである 刃 の

形状個数 取 り付けのルーズさの■α及`ト ラム0,F転数などによって切椰能力にに見を生する

注3:打 撃式晰り攘

空気E及 び壼動によリビストンの先端に取り|:けたビット

を目荒し■に,り 落とすものである と ットの本政|・ビッ

変にする

注 5:シ ョッ トプラス ト
ー設的にショットプラス トといわれている機械で

き付け 反射した鉄球やグリットは缶猥して,`"サ]

 ヽ通 "は 自走式で均一なH荒しが出来る

床画

能カカ|

l螂 又はグリットをインペラー tより床面に叩

し 粉 “は,用 の集産機に回収されるという機
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注1)タテ回転切削機 刃の種類と用途 No,1

刃
の
形
状
と
寸
法

十
2疏 liO‐

効
果
と
特
徴

破案にIIるという効果
を発肘 るので 強 力
ではあるがIIりすぎる
ことのない切副が出来
る
超硬部分がステールに
螢われているので非常
に刃が長持ちし し か
も最後まで切削力が落
ちない

下地あ まり傷めずに

ある程度の切削 (8蜘

目度'が 行える

超硬部分がスチールに

覆われているので,1常

に刃が長持ちし し か

も最後まで切倒力が藩

ちない

下地を傷めずに表層の

奎膜などのみを削りと

るというような切削が

行える

趣硬部分がステールに

種われているので,1常
に刃が長持ちし し か

も最後まで切副力●|●

ちない

,1常に厚い床材 (5¨

以上)の 除去やコンク

リートを深く (5,,以

上)削ることが出来る

刃の特性上比較的平ら

に切削することが出来

る

叩き割るという効果を

必要とする場合は

少々力に欠ける

叩き割るという効果を

必要とする場合は

少々力に欠ける

甲き割るという効果を

必要とする場合は

少々力に欠ける

刃先が摩耗してくると

切僣∫力が少々総“

切
削
面

:重 '″ ,`



注1)タ テ回転切削機 刃の種類と用途 No,2

刃
の
形
状
と
寸
法

効
果
と
特
徴

5●,以下程度の床材の

除去やコンクリート面

の切削 (0～ 4画 程度)

が行える

刃の特性上比較的平ら

に切削することが出来

る

2～ S¨程度の床材の

除去やコンクリート豪

層 (2～ 3¨程度〕の

切|∫が行える

力の特ll上比較的平ら

に切削することが出来

る

1¨程度の床材の除去

やコンクリート表層

(1～ 2面 穣 )の 切

|い,え る

刃全体
・ltM理で出来て

いるので摩耗嗽 耐

久性がある

ローラー塗,諄度の塗

り床材の除去やコレク

リート表層の日荒しな

どショットブラストの

様な効果を発揮するこ

とが出来る

刃先が摩耗してくると

切則力が少々落“

刃先が摩耗してくると

切削力が少々落ちる

刃先が摩耗してくると

切削力が少々落ちる

塗膜が少しでも厚いと

除去出来ないことがあ

る



注1)タ テ回転切削機 刃の種類と用途 No,3

刃
の
形
状
と
寸
法

,●0¨

輻

効
果
と
特
徴

lm程 度の塗腱の除去

やコンクリート面の目

荒しが出来る

刃の樹性上ある程度の

不麗があつても 均 一

に切削を行うことが出

来る

5商以下の床材の除去

やコンクリートの■り

を行うことが出来る

刃の特性上叩き割るよ

うな効果を得ることが

出来る

5,,以 下の床材の除去

やコンクリートの研り

を行うことが出来る

刃のIItt上叩き割るょ

うな効果を得ることが

出来る

床材妻面の目荒しやコ

ンクリート表面の目荒
し ノ ンスリップt上

げを行うことが出来
る

固定された刃が回転し

て床を削るので  あ
る程度均―なレベルで

床面を削ることが出来
る

ステール製なので刃の

厚耗が早い

使い方によっては刃が

割れることがある

下地の状況によって ま

部分的または鉢 的に

荒く|!りすぎてしまう

ことがある

下地の状況によっては

部分的または全体的に

荒く則りすぎてしまう

ことがある

刃先が摩籠してくると

切削力が少々落ちる

粉で削っていくので―

度に深く削ることは出

来な|ヽ

切
削
面



注2)ヨ コ回転研肖り機 刃の種類と用途 No,1

●●●‐ t101¨

刃
の
形
状
と
寸
法

太材の表面日荒しやコ

ンクリートの表面目荒

しが出来る

3簡 所の刃が常に床面

に当たつているので不

中を吸収し全体的 =均
一な日荒しを行うこと

が出来る

2●●‐

効
果
と
特
徴

0-ラ ー塗り程度の塗

,床 材の除去やコンク

リート表面の'(制が出

来る

強力な研11が出来 し

かも多少の不陸を平1'

にするという効果があ

る

不睦のある床を全体ll

に軽く日荒ししたい鳩

合などは 低 い部分に

刃が当たらずに残る

簾材の表面J荒 しやコ

ンクリートの表面目荒

しが出来る

刃 1本 :本がスプリン

グで上下するため不‖

を吸収し全体的に均一

|な日荒しを行うことが

出来る

強力なllりを行いたい

ときや塗曖を除去した

ローラー塗り程度の摯

り木llの除去や張 ,床

村のI・着剤 (黒の,

自のつなど)の 除ムが

1来 る

鋭い超理の刃で掻き取

るように11るので 帆

質の材料には特に威力

を発揮する

強力な‖∫,を 行いたい 刃先が靡耗してくると

とさや塗腹を除ました

いときには少々力に欠

ける

研削力が少々落ちる

この刃だけで完全に'I

りきるというのは少々

雌しく ほ かの刃 (ダ

イヤなど)と の組み合

わせで,つ たほうがよ

||



注2)ヨ コ回転研削機 刃の種類と用途 No,2

刃
の
形
状
と
ヽ
法

“ 0¨

荒日 #20程 度

1, ●

中目 136程 度

,0●Ⅲ

細日 ■ 80種麿

'00Ⅲ

効
果
と
特
徴

ローラー塗り巴度の塾

り床材の除去や張り床

材の検着剤 (黒のり

自のりなど)の 眸去が

1せ来る

鋭い超硬の刃で饉き取

るように副るので 軟

質の材料には特に成カ

を発揮する

コレクリート表面の研

削 (雨打たれなど〕力̀

行える

阪石は研月l面積が広い

ので荒れた面の研削な

どま非常に早く し か

も安価に行える

コンクリート豪面の研

削(コテむら除去など)

が行える

■36は 少々製いコン

クリートでも清らかに

削ることが出来る

コンクリート面の研磨

仕上げが行える

金ゴテ面や■20 ■

36で 研副した面など

をさらに滑らかに仕上

げる場合に使用する

刃先が摩耗してくると

研削力が少々落ちる

この刃だけで完全に剌

りきるというのは少々

難しく ほ かの刃 〈ダ

イヤなど〕との組み合

わせで行つたほうがよ

,ヽ

コンクリートが硬いと

あまり研削出来ない

荒いコンクリート面に

使用すると靡耗が早

|ヽ

あくまでも研磨仕上げ

用なので削り込むこと

は出来ない

研
削
面

,“



注3)打 撃はつり機 刃の種類と用途

刃
の
形
状
と
寸
法

― ―
一

鏡
一
●●
_

効
果
と
情
徴

コンクリート表面の研

り及びレベルダウンま

た041い 目たしが出来

る

骨材を目る力があるの

で "い コンクリート

でも凛くまで所ること

が出来る

コンクリート豪日の輌

り 目 たし及びレベル

ダウンを行うことが出

来る

刃が十字になっている

のζ lt崚的平らに“

ることが出来る

また 薇 い床"の籠去

を"う ことも出絲 .

コンクリート表百の“

り及び日菫しが出楽

る

綱 さいので―

凛かく仕上げることが

出来る

コンクリート妻面の新

り及び日荒しが出来

る

刃が十学になっている

ので比較的平らに晰る

ことが出来る し かも

“かく仕上げることが

出来る

床おの藤大にはあまり

,i,,て, ′ヽ,,ヽ

澤く“りたいllには

少々スピートに欠"

る

凛く軒うには向かな

,ヽ

深く新るには向かな

,ヽ

は
つ
り
面



―

―

　

　

　

―
一
一
一
●
一
一
一
●

注4)振 動剥離機 刃の種類と用途

刃
の
形
状
と
寸
法

効
果
と
特
徴

重蜘離用

防水樹からウレタン

材 弾 機 材まで毬

質系の材料を剥が,こ

とが出来る

刃に耐な があるの

烹 少々厚い材料でも

駆がすことが出来る

軽剥朗

Pタ ィルなどの張り床

材やウレタン村などを

剥がすことが出来る

比較的壽手の村料をき

れいに剥がすのに向い

ている

床村の除去にはあまり

向いていない

厚手の材料を刷がすの

Iこは向かな|,

剥
離
面



注5)シ ョツトブラストの用途

機
械
の
形
状

′ い 。

効
果
と
特
徴

ローラー塗り霧度の塗

り床材の除去や接綸剤

の除去またはコンクリ
ー ト妻面の日荒しが出

来る 広 範囲用

仕上■ヽ の下地として

1議 良の目荒しを行う

ことが出来る

ローラー盤り程度の塗

,床材の除去や接着飼

の瞼去またはコンクリ
ート表面の目荒しが出

来る 中 範囲用

仕上げ材の下地として

は最良の目荒しを行う

ことが出来る

換料が暉いと除去でき

ないことがある

塗縦 厚いとは でき

ないことがある

研
掃
面

1ヽ111


